
（別紙様式２）

業　績　調　書

氏名：

所属等：



I．研究上の業績
著書，学術論文，国際会議のプロシーディングス，総説・解説，特許その他報告等について，欧文と和文に分けて記載してください。著者の順序を変更せず全員記載し，自名にアンダーラインを付してください。受理済みの論文は記載できますが，submittedの論文は記載できません。 

［著書］

1. ○○

2. ○○

［学術論文］（有審査）

Ⅰ 国際的に特に評価の高い雑誌

1.

2.
Ⅱ 外国の学会誌及び国際的学術誌（ISI又はScopusに掲載された雑誌）
1.

2.
Ⅲ 日本学術会議協力学術研究団体として登録された学会の刊行する学会誌又は学術誌
　<欧文>

1.

2.
　<和文>

1.

2.
Ⅳ その他

1.

2.
［学術論文］（無審査）

1.

2.

［総説・解説］

1.

2.

［国際会議プロシーディングス］（有審査のみ記載）

1.

2.

［その他紀要等］

1. ○○

2. ○○

［主要論文の概要］　主要論文（5編以内）の要約と自分の寄与を記述してください
1.

2.

［登録特許］

1.

2.
［国際特許］

1.

2.

［獲得した研究資金］研究テーマ名，研究支援団体名，資金額，採択年を記入してください
1. 記入例：平成14年度科学研究費補助金基盤研究（C）「○○・・・・・に関する研究」（研究代表者）○○万円
2. 

［学術上の受賞・表彰］　賞等の名称，授与団体，受賞年を記入してください
［その他の特筆すべき研究上の業績］


これまでの研究成果の概要（2000字程度）

・・・・



信州大学着任後（在職の場合は昇進後）の研究計画（2000字程度）

・・・・





II.教育上の実績
［担当した授業科目］

1．

2．

［教科書の執筆］

1．

2．

［その他の特筆すべき教育上の業績］

1．

2．



着任後（在職の場合は昇進後）の教育に対する抱負(1000字程度)
・・・・



大学・学部運営に対する実績及び抱負
・・・・

